
第８回例会報告（９月１日）

【 出 席 報 告 】
・会員数 ６２名 ・出席数 ４３名 ・欠席数 １９名
・当日出席率 ８０．７７％ ・前々回修正出席率 １００％ ４回目
＜欠席会員＞檜垣(巧)､飯､菅､川上､光藤､宮本､佐伯､竹田､田中､矢野
〔免除会員〕原(真)､近藤(憲)､松本､村上(敬)､中川､坂本､白石(天)､宇高､八木
＜８／１１欠席補填＞ (8/2今治南)檜垣(圭)､飯沼､村上(裕)､越智(節) (8/9今治南)矢野

(8/15今治北)天野､檜垣(巧)､近藤(正)､久米､村上(修)､佐伯､吉田 (8/19伊予三島)酒井

◇入 会 式・日浅正一氏（(株)愛媛銀行今治支店 今治ブロック長兼取締役支店長）
清水一夫氏（(株)伊予銀行今治支店 取締役支店長）

◇幹事報告・月見夜間例会の案内：９月１５日(木)１８:３０～、魚善にて。
・会報１０１号を配付します。
・ＲＩ年次大会のご案内：２００６年６月１１～１４日、マルメ(スウェーデン)とコペン
ハーゲン(デンマーク)にて開催。参加ご希望の方は、事務局までご連絡下さい。尚､第
一次締切日は２００５年１２月３１日です。

・回覧物：四国一週歩き遍路ロータリーの輪プロジェクト報告書、ボランティア情報、他
◇親睦活動委員会報告・第2回ゴルフコンペのご案内：１０月１６日(日)午前８:００集合、８:３３

ＯＵＴスタート、今治カントリークラブ
◇雑誌委員会報告／重松宗孝委員長 ・ロータリーの友ＴＩＭＥ

今月号は「新世代のための月間」が特集されています。横Ｐ１の「ＲＩ会長メッセージ」、
Ｐ５～１９の新世代関連記事、Ｐ２０～２３の「シカゴ国際大会の思い出」(特にＰ２１
の柴田光廣氏の報告）。縦Ｐ２～６の「お願い聞いて心の叫びを」、Ｐ７の「風紋―人生
の節目を記録する町の写真館―」（これは読み応えがあります）、Ｐ２２の「ウラがオモ
テになるとき」などをご熟読ください。

会員卓話 飯沼康字会員 「阪神淡路大震災を思い出して」
１９９５年１月１７日（火）午前５時４６分、マグニチュード7.3、震

度７。この時、私は単身赴任で大阪にいた。住まいは大阪ドームに近い、
眺望の素晴しい、５１階建てマンションの２６階のワンルーム。爆酔状
態のベッドの中で、大きな揺れを感じて目を覚ましたものの、何も出来
ず、ただ呆然と揺れに身を任せるしかなかった。築３年の最新型高層ビ
ルで、まさに免震装置が作動して、３０分くらいはブランコのように大
きく揺れていたように思う。ベッド横においてある、家族の写真が倒れ
なかったのは意外だった。
２６階から階段を歩いて降り、地下鉄は止まっていたので、大阪の中心地の会社へ歩いて出勤した
が、大きな被害はなかった。朝からラジオを聴いていたが、あんな大惨事とは思わず、夕刊の写真を
見て、身も凍り付いた。２月に入って、先輩社員のご両親の葬儀に神戸市内へ出かけたが、目に入る
光景はまさに惨状そのものだった。それは、高校生の頃に見た映画「肉体の門」のワンシーンのよう
だった。この大震災で仕事を優先せざるを得なかった人、家族の生活を優先した人、様々。夫婦間、
家族間で絆を深めた人も、亀裂が出来てしまった人もいた。今年の１月で震災１０年目を迎え、目覚
しい復興のニュースを見るにつけ、当時の色々なシーンが甦って来る。「人生は一度きり。悔いのな
いように生きて行きたい！みなで助け合って！ Ｉ ＬＯＶＥ 神戸」という言葉が甦って来ます。
自分を愛し、家族を愛し、町を愛する。まさに、ロータリーの基本精神に通じるような気が致します。

次回例会（９月８日）

【 新 世 代 活 動 委 員 会 ア ワー 】 田中 雅仁氏

＜会員誕生日＞ 小島 元信氏（９／１４） 光藤 廣司氏（９／１９）
＜夫人誕生日＞ 菅 主浩氏（９／１３） 八木 祐 氏（９／１９）

大澤 正尚氏（９／２１）
＜結婚記念日＞ 村上 裕一氏（９／１４） 白石 天三氏（９／１５）

〔 献立 ： 国際ホテル 〕
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